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である.

最小値は Aの最小固有値 −1 である.
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ab < 0だから固有値に重複が起こるのは,(2)より ab = − 1
8
のときに固有値が

1
2
, 1
2
, 1となる場合だけで

ある.以下 b = − 1
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(4)ab ̸= − 1
8
のときは固有値 3個に重複ないので対角化可能である.
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C3 ではないので対角化不可能である.よって答えは ab = − 1
8

図は双曲線.
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より A :正規⇐⇒ AA∗ = A∗A ⇐⇒ a = b

したがって,ab < 0のとき Aは正規ではない.
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　 tr(M(σm)) =
n∑

i=1

δiσm(i)

= [σm(i) = iとなる iの個数]

= Fix(σm)

(2)

M(σ)は各行各列に 1が 1つで他は 0という行列である.また,列ごとの 1の場所は異なる.

したがって,M(σ)の列ベクトルは正規直交する.つまり,M(σ)はユニタリ行列である.

よって,M(σ)の固有値の絶対値はすべて 1.

(3)

　　 ζσ(s) = ∞
⇐⇒ det(En −M(σ)e−s) = 0

⇐⇒ det(esEn −M(σ) = 0

⇐⇒ es はM(σ)の固有値

=⇒
(2)

|es| = 1

ここで,|es| = eRe(s).よって Re(s) = 0.


